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【緒言】脳の主要構成要素である神経細胞を人工的に培養した系は、脳機能を理解するための簡

略なモデル系として利用されている。一般的な培養神経細胞においては、培養開始から１週間以

内に信号伝達に必要なシナプス接合が形成され始める[1]。マイクロパターン上の培養神経細胞に

おいても機能的なシナプスが形成されることは生理学的実験により確かめられているが[2]、成熟

化のプロセスや通常の培養神経回路におけるシナプスとの違いは不明である。そこで本研究では、

蛍光免疫染色法を用いて、①パターン上の神経細胞では培養何日目ごろからシナプスが形成され

るのか、②細胞のどの部位にシナプスが形成されるのか、さらに、③シナプスの数や大きさが培

養の継続に伴ってどのように変化するのか、を調べた。 

【方法】細胞外基質ゲルとポリリジンを混合したタンパク質インクをマイクロコンタクトプリン

ティング法によりカバーガラス上に転写して、パターン基板を作製した[3]。胎生 18 日目のラッ

ト胎仔の海馬から神経細胞を摘出し、パターン基板上に播種し、アストロサイトと共培養した。

培養 6~10 日後の細胞を MAP2 (細胞体と樹状突起)、Synapsin 1 (前シナプス)、PSD95 (後シナプス)

で三重染色し、形成されたシナプスを可視化した。 

【結果と考察】単一細胞ごとに配列させた神経細胞におけるシナプス形成を免疫染色法により調

べたところ、培養 6 日目以降でシナプス後細胞

の樹状突起や細胞体にシナプスが形成されて

いた（右図）。さらに培養日数を経るとシナプ

スの数が増加し、個々のシナプスも大きくなっ

ていく傾向が確認できた。発表では、これらの

点についての詳細な解析や通常の培養神経回

路との比較に加えて、それらのパターン形状依
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図．マイクロパターン上に培養したラット海馬神経細胞にお
けるシナプス形成。培養 10 日目の神経細胞を MAP2 (赤), 

Synapsin 1 (緑), PSD95 (青)で染色した。 Synapsin 1 と PSD95

が共局在し、シナプスと判定した主な箇所を矢印で示す。 
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